
10.23 金

　フィジカルAI元年である2026年は、情報やデータを扱うITと現場の機械を制御す

るOT（オペレーショナル・テクノロジー）の連携が進み、ITとOTの双方に精通して

ロボットシステムを構築できるSIerが活躍する時代となりました。AIロボットと人の

共存社会の構築が進む、大きな変化のなかで日本がどのように優位性を築いていくの

か、これからの日本の勝ち筋について解説します。

11:00-11:50 福井県産業会館2号館
（北陸技術交流テクノフェア会場内プレゼンコーナー）

日　　時

聴講無料
（定員20名）

フィジカルAIセミナーフィジカルAIセミナー

AIロボットの日本の勝ち筋
～未活用領域・フィジカルAI事例～

AIロボットの日本の勝ち筋
～未活用領域・フィジカルAI事例～

場　　所

講　　師

一般社団法人日本ロボット工業会 理事
株式会社HCI 代表取締役社長
奥山
浩司　氏

お申込み

右記二次元バーコードよりお申込みください

お問合せ

技術交流テクノフェア実行委員会
（福井商工会議所 地域振興部 産業経済交流課）
 

TEL：0776-33-8252　Mail：technofair@fcci.or.jp

↓お申込はこちらから↓

内　　容

（１）産業用ロボットとサービスロボット事例

（２）ＡＩロボットと人の共存社会と未活用領域のロボット

（３）フィジカルＡＩとＨＣＩ製国産ヒューマノイドロボット

（４）世界のＡＩロボットの動向及び、日本の勝ち筋とは
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